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い心で相手の話を聴
かなくてはなりませ
ん。

ボランティア活動交流会に参 聴くことは心の援助で、それだ
加し、傾聴ボランティア「よい けで癒しの効果があるそうで
聴き手になるために」を鈴木絹 す。向き合って話をきちんと聴
英先生からお話しを聴きまし いてもらえること、自分が大切
た。 Iこ思われている実感、そして勇
日頃ボランティアとして外来 気、生きる元気を生み出しても

で患者さんに話しかけられる らえたら、それは患者様にとっ
時、上手にお話しを聴くことが ても、とても良い心の健康に繋
できす、戸惑うことがあります がればと思います。
が、労いの言葉をかける、 3っ これからも日々ボランティア
の「す」。すごい、すばらしい、 として患者様に温かく接するこ
すてき。あっそう芯んだ、自分 とができるよう勉強していきた
の意見を言わす¥ 相手の話にう いと思います。
なすく、また深 l  i - 2怠男ZP
く思いやり温か ・ 1  

長) の 3名の方にテーマに沿った内容
でお話しいただきました。それぞれの
立場から、患者会の立ち上げに携わっ
て得られた体験談や、運営に関わって
の苦労話などユーモアを交えた内容と
なりました。また、パネラーの方へ会
場かう意見が出る芯ど大変活発芯話し
合いができました。午後は 5つの分散
会に分かれてメインテーマについて討
論・交流を行いました。少人数という
こともあり、参加者からは患者会があ
ってのご自身の経験、闘病生活、また
今後の生活の悩み事芯ど意見交流しま
した。会員数が伸び悩んでいる会の方
が、他の会の工夫している内容を持ち
帰って今後に役立てたいと話されるな
ど、参加者お人お人の意識が高ま
る会となりました。
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、ー〆これまで、眼科診療日は週 3日というととで、患者様にはご不便をおかげ
しておりました。このたび、堀邦子眼科部長が着任され、毎日の眼科診療が
できるようになりました。
また、早ければ 5月末頃には、白内障手術を開始する予定です。
毎日の診療に芯りますが、医師は 1名ですので、下記の診療体制と芯りま
す。何卒、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

2月19日には [患者会のつどいJ を
開催し、全県から総勢113人というた
くさんの仲間が参加しました。今年度
は 『これからの人生をどう歩むつ一私
にとっての患者会- j をメインテーマ
に、午前中は清水躍二先生( 埼玉西協
同病院院長) 、石井看護師( 埼玉協同病
院) 、田村栄さん( 大宮診療所患者会会

眼科部長
堀邦子

待ち時間を少なくするよう工夫
しますが、やむを得すお待たせす
る場合があります。
従来より、気軽に多くの患者様
が受診できる眼科にしたいと思い
ますので、どうぞよろしくお願い
いたします。

※受付時間 '月曜日から土曜日
(第 2土を除く)

※診療は当日受付の方ととれまでの
継続で予約されている方が混在す
る形と芯ります。

職 介
薬剤師は医師により指示されたお薬を調剤
しますが、その患者様の年齢や体質、飲み合わ
せ、副作用は出ていないか等を確認し、説明し
てお渡しします。注射薬でち同様に、量や速
度、濃度、配合変化、カロリ一等をチ工ツクし
て混合したり、注意情報を発信しています。救
急薬や抗がん剤なと、特別注意が必要な治療
や、規制がある医薬品の安全管理ち薬剤師の
仕事です。地域での薬の班会、身の回りにある
化学物質のこと、環境のことなど学習する機
会を通して保健予防活動ち行っています。
みなさんが薬に求める晶質の確かさ、副作
用が少ない、ちゃんと効く、でも値段が安い、
そして情報がきちんとある- これらを保障す
るために企業利益によらない情報を集めて検
討し、薬を選ぶ基準を定め、他職種と協力して
使用後の再評価も行っています。
己、質問やご意見、ご不安などにも寄り添え
る薬剤部門でありたいと考えています。お気
軽にお声かけ下さい。

科

やストレス等があります。このタイプは原因が
あればじんましんが出て、原因がなければ症状
はでません。もし思い当たる原因がなくてもじ
んましんが出るなら非アレルギ一性と考えうれ
ます。
じんましんの治療は膨疹の出現を抑える飲み

薬による治療が基本で、抗ヒスタミン剤、抗ア
レルギー剤といわれる薬を服用します。最近の
薬は眠気などの副作用が大変少なくなり、大変
よく効きます。じんましんは重篤になると皮膚
症状だけでなく、息苦しくなったり、腹痛や下
痢などお芯かの症状が出ることがあります。こ
のような時は抗ヒスタミン剤やステロイド剤の
点滴芯ど緊急の治療が必要で、す。
通常のじんましんでした5ヨ| っ掻かないよう
にして、 般の皮膚科外来を受診し内服薬を飲
んでいただくだけで大丈夫です。しかし上述の
ように症状が重篤でしたら救急外来受診して診
察& 治療をお受け下さい。

j  

剤薬

面会案内の適切な対応を
午 E 産婦人科の面会に行きました。18時を過ぎていたので、事前に電話で時間の確認を市町川
ました。行ってみると、親戚と言ったら、関係を聞かれ、面会できないと言われ結局会えま
せんでした。電話対応をしっかりさせてください。

o  0 0 0  
o ー ご案内が不十分であったことを心よりお詫びいたします。病院では、インフル工ン
. . . ザに限らす、母子への感染を予防するため、産婦人科での面会制限を実施していま
す。面会可能な方は、夫、本人の両親、夫の両親、本人の兄弟姉妹 (16歳以上に限る) です。
また他の病棟ではインフル工ンザの流行| こ応じて実施しています。ご指摘のとおり、電話を
受けたものが、何科の面会であるか、面会可能な親族の範囲などを説明することが必要でし
た。適切な電話対応ができるよう、改善いたします。 回答者 :渡部美代( 外来医事課長)

じんましんとは、皮膚が蚊に刺された時のよ
うにはっきりと盛り上がって( 膨疹といいます)
かゆく芯り、しばらくすると跡形もなく消えて
しまうことを繰り返す病気です。個々の膨疹は
数十分~ 数時間以内に消える場合が多く、その
大きさは数ミり程度か5融合して全身の皮膚に
及ぶものまでさまざまです。
じんましんはアレルギー性と非アレルギ一性

のものにわけられます。大部分のじんましんは
非アレルギー性で、はっきりした誘因なく膨疹
の出没を繰り返し、原因を明らかにすることが
できません。また内臓疾患が原因のことは殆ど
ありません。アレルギ一性じんましんの方はご
く稀です。アレルギーの原因として魚介類や小
麦などの食物、細菌やウィルスなどによる感染
症、薬剤、圧迫や温度などの物理的刺激、運動

@ゐ虫色3ゐ- 外部研修を終了し帰任された先生方
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- 新たに着任された先生方
: 吉野 肇内科 副院長( 熊省生協病院より)
: 福庭 勲内科 副院長( 所沢診療所より)
: 長 潔外科 外科技術部長(かすかべ生協診療所より)
: 村上純子内科 臨床検査部長
: 吉田英夫放射線科放射線科部長
: 堀 邦子眼科 眼科部長
: 浅尾有紀産婦人科
: 肥田 徹内科

( 熊毛主生協病院院長に就任)
( 熊毛主生協病院副院長に就任)
( 研修のため他病院に出向)
( 研修のため他病院に出向)
( 研修のため他病院に出向)
( 研修のため他病院に出向)
( 研修のため他病院に出向)
( 埼玉西協同病院へ)

- 異動された先生方
勝充小児科部長
啓介呼吸器科科長
智宏小児科
浄樹産婦人科
貴之外科
大輔整形外科
待子内科
素史内科
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( 埼玉西協同病院より)

り深く理解していただきました。また、内科外
来の再編により多くの患者様を地域の開業医様
にご紹介している現状も紹介しましたが、開業

医様から「急変の際にはすぐに協同病院に見て
もうえるから安心している」との言葉もいただ
きました。今後も地域住民、医療機関の皆様か
らいざと言う時に頼られる病院を目指し、より
いっそうの地域連携強化に取り組んでいきたい
と思います。

みなさん、はじめまして、眼科の堀邦子
です。
若く見られますが、 12年目の医師です。
これまで症例の豊富な大学病院や、より身
近な一般病院にて臨床の経験を積みつつ、
ひととき新しい治療法を臨床に送り出す研
究室に出入りして、仕事を続けてまいりま
した。患者様 1人ひとりが求めていらっし
ゃることを、誠実に提供することを心がけ
て日常診療にあたっております。今後どう
ぞよろしくお願いいたします。「目」のこと
は、何でもご相談ください。

3月10日、ふれあい会館にて「第26団地域医
療懇談会」を開催しました。今回は過去最多、
16医療機関28名の医師、看護師、地域連携の職
員の皆様にご参加いただきました。懇談会では
外科部長の井上医師より「当院外科診療の現状
と今後の展望」と題して、当院の手術件数の推
移、腹腔鏡手術の実例芯どを紹介し、参加者の
皆様より「大変わかりやすかったJ I今後充分
に期待できそうです」とご好評をいただきまし
た。
懇談では、各科の医師から診療内容の特徴を

報告し、意見交換しながら当院の医療内容をよ 医療懇談会の様子

住所: 干33 3 - 0 8 0 2
川口市戸塚東2-17-17
ft048-297-7112 

で、次第にエネルギーを失い、最終的には消えて
しまいます。
2. 放射線は危ないもの?
ものすごい大きいエネルギーの放射線( 原発事
故など) が人体にあたると、人体を透過していく
過程で細胞にダメージを与えるので、放射線が危
険なものだといわれています。
しかし、診療では、そのようなダメージを与え
るような工ネルギーの放射線を使っておりませ
ん。ですから、安心して、放射線検査を受けて下
さい。

何か疑問等がありましたら、放射線技師におた
すね下さい。

今年度 1年間、まめ知識のコーナーを担当させ
ていただきます、放射線科です。
全12固にわたって、放射線に関してや、放射線検
査の紹介をしていきたいと思います。
第1回は放射線とは何かです。

1. 放射能・放射線とは?
放射線を放出する能力を「放射能j といい、放
射能をもった物質をI放射性物質Jと言います。放
射性物質を電球にたとえると、電球から出る光が
放射線で、光を出す性質- 能力が放射能にあたり
ます。
ただし、放射線には、様々な物質を透過する性
質があります。放射線は物質を透過していく過程

第112回
-放射線って? ・

午前 9

※木曜日午後予約制( 乳児健診・予防接種)
ム土曜日午後 14 :  17: 00 
[ 休診日] 水曜日午後・日曜日・祝日・年末年始
[HPアドレス1 http://www.ishii・cln.jp/

18:30 

内科・小児科・外科として、赤ちゃんからご高齢の方まで幅広く
診療しています。
“話を丹念に聞く" ことを信条としています。病理学などの経験を
生かし、迅速・正確な診療を心がけています。かかりつけ医として
地域の皆様が安心できる存在であり続けるよう努めています。
協同病院との連携によって、専門治療や検査を必要とする患者さ
んを円滑に診療依頼できる環境が整っています。また、懇親会や勉
強会に参加することによって、知識だけでなくしっかりした病診連
携を作ってゆきたいと思っています。

氷一

※「ふれあい」に掲載の開業医さんへご受診する際は、受診前に必ず問い合せをお願いします。

院長: 石井

石井永一院長




